
消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第４回 鶴居村防火標語「火は消した？ いのちをまもる あいことば」
令和５年度 全国統一防火標語「火を消して 不安を消して つなぐ未来」

※鶴居村でも、毎年のように屋外でのゴミ焼きから火災が発生しています。

　農林業を営むための焼却以外の野焼きは法律で禁止されていますので、屋外でのゴミ焼き・野焼きは

　しないようにしましょう。

令和６年　春の火災予防運動の実施について
　消防では４月２０日（木）から３０日（日）まで、全道一斉に春の火災予防運

動を実施します。これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。

火災の発生を未然に防ぐため、次のことについて注意し火災予防に努めましょう。

『火を消して　不安を消して　つなぐ未来』

全国統一防火標語

鶴居村防火標語

『火は消した？ いのちをまもる あいことば』Ｘ（旧ツイッター） インスタグラム

--------------------------------≪４つの習慣≫--------------------------------

--------------------------------≪６つの対策≫--------------------------------

住宅防火　いのちを守る　１０のポイント

住警器を設置防炎品を使用

避難しやすい場所

寝たばこはしない
火のそばを離れない

燃えやすいものから離すコンセントはキレイにする

安全装置のあるものを使用

近所の協力体制をつくる 家庭用消火器を備える

４　令和６年４月号



農作業車の始動前にエンジンルーム内などを確認しましょう！！

令和５年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業

消防団員募集！！

　毎年、管内においてトラクターなどの農業用車両や機械から火災が

多く発生しています。今年は雪解けが早いことから農作業の開始も早

いと考えられます。作業車両を始動する前にはエンジンルームなどの

高温となる部分に枯れ草や鳥の巣がないことを確認し作業を開始しま

しょう。

　また、農作業車を定期的に点検し火災予防に

努めましょう。

　鶴居消防署では、石油施設（石油コンビナート等）の災害に対応するために、

石油貯蔵施設を持つ自治体と隣接する自治体の地域防災力の向上を図る目的とし

て交付される「石油貯蔵施設立地対策等交付金」を活用して「防火衣」を更新し

ました。新しく更新された防火衣はISO（国際標準）規格となり、糸の耐熱性の

が260℃で５分間耐えられる（以前は180℃で５分間）など、防火衣の性能が向上

となっています。令和５年度の事業により全職員の防火衣が更新となり、火災等

の災害時における活動効率や隊員の安全性の向上が期待されます。

　消防団は地域住民によって組織され、地域社会における消防防災

体制の中核として重要な役割を果たしています。大切な人のため、

自分の住んでいる地域を守るため、消防団に入団してみませんか。

　また、住民の高齢化に伴い、優しさや細やかな活動など女性なら

ではの視点を生かした様々な活動をしていただくために、女性消防

団員も募集いたします。

　地域の安全・安心のために活躍して下さる消防団員を下記のとお

り募集いたしますのでご連絡お待ちしています。

地域の防災にあなたの「チカラ」を活かしてみませんか。

防火衣（上）正面

防火衣（上）背面 ヘルメット

連絡先： 0154-64-2344　鶴居消防署（総務係）
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